
第３２回スペクトル管理 SWG会合議事録 
 
１．日時： 
平成１８年３月１７日（金） １３：００～１７：３０ 

 
２．場所： 
  TTC事務局２階 A、B会議室 
 
３．出欠者： 
  出席会員数／全会員数： 23／27（出席者数に議長委任状 6を含む） 
  出席委員数／全委員数： 38／56（出席者数に議委任状 10を含む） 
 
４．議事資料： 
  １）第３２回スペクトル管理 SWG議事次第 
  ２）第３１回議事録 
  ３）課題表 
  ４）各社寄書 
 
５．議事要約： 
５．１．第３１回議事録＜SMS-32-01＞確認 
  原文通り承認された。 
５．２．議事録担当 
  NTT持株 
５．３．議事次第 
  議長提案通り承認された。 
５．４．課題表 
課題表について別途、議長団で整理を行うこととなった。 

５．５．遅延寄書の取り扱い 
  今回提出寄書に対するクロスチェック結果のみであり、本会合にて取り扱うことが確認された。 
 
５．６．JJ-100.01第 3.0版における屋外タイプの特例扱いについて 
（１）スペクトル適合性確認結果報告書への記載方法について<SMS-32-03,04,07> 
   屋外タイプのスペクトル適合性を特例として判断する規準として、SMS-32-04R（SMS-32-04
のエディトリアル修正版）を、JJ-100.01 第 3.0 版のスペクトル適合性確認結果報告書の新たな
章に記載することが承認された。 
（２）局設置 G.993.2 Annex C(1.1MHz以下オフ)のスペクトル適合性<SMS-32-05,06> 



   局設置 VDSLシステム（G.993.2 Annex C(1.1MHz以下)オフ）のスペクトル適合性が確認さ
れ、スペクトル適合性確認結果報告書に記載することが合意された。 
（３）屋外タイプ G.993.2 Annex C(1.1MHz以下オフ)のスペクトル適合性<SMS-32-03,04,05,06> 
  屋外タイプ VDSLシステム（G.993.2 Annex C(1.1MHz以下)オフ）のスペクトル適合性が確
認され、スペクトル適合性確認結果報告書に特例（（１）にて追加された章）として記載するこ

とが合意された。 
 

５．７．JJ-100.01の改定に向けて 
 （１）検討課題<SMS-32-08> 
   計算モデル等についての課題が確認され、 
 （２）アマチュア無線との干渉対策<SMS-32-09> 
   SMS-32-09の提案に従い、G.993.1 Appendix Ⅲ Region 3に規定されているアマチュア無線
との干渉対策を要する周波数帯域を、JJ-100.01に明記することが合意された。 

 
５．８．課題表の整理 
 （１）D.1.1（3版 G章で定義された 1.1MHz以上の周波数帯で許容される PSDマスクの傾き）

は、ITU-Tの規定に従うことで合意された。 
 
６．その他 

次回会合 4月 28日（金）10:00～18:00 
別途、アドホック会合を開催する。4月 7日（金）13:30～ コンビーナ：ソフトバンク BB社。 

 
以上 


